受難節第3主日礼拝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2026年3月8日
「人の思いと神の必然」
詩編119編1～8節
119:1 いかに幸いなことでしょう／まったき道を踏み、主の律法に歩む人は。
119:2 いかに幸いなことでしょう／主の定めを守り／心を尽くしてそれを尋ね求める人は。
 119:3 彼らは決して不正を行わず／主の道を歩みます。
 119:4 あなたは仰せになりました／あなたの命令を固く守るように、と。
 119:5 わたしの道が確かになることを願います／あなたの掟を守るために。
 119:6 そうなれば、あなたのどの戒めに照らしても／恥じ入ることがないでしょう。
 119:7 あなたの正しい裁きを学び／まっすぐな心であなたに感謝します。
 119:8 あなたの掟を守ります。どうか、お見捨てにならないでください。

ルカによる福音書4章38～44節
4:38 イエスは会堂を立ち去り、シモンの家にお入りになった。シモンのしゅうとめが高い熱に苦しんでいたので、人々は彼女のことをイエスに頼んだ。
 4:39 イエスが枕もとに立って熱を叱りつけられると、熱は去り、彼女はすぐに起き上がって一同をもてなした。
 4:40 日が暮れると、いろいろな病気で苦しむ者を抱えている人が皆、病人たちをイエスのもとに連れて来た。イエスはその一人一人に手を置いていやされた。
 4:41 悪霊もわめき立て、「お前は神の子だ」と言いながら、多くの人々から出て行った。イエスは悪霊を戒めて、ものを言うことをお許しにならなかった。悪霊は、イエスをメシアだと知っていたからである。
 4:42 朝になると、イエスは人里離れた所へ出て行かれた。群衆はイエスを捜し回ってそのそばまで来ると、自分たちから離れて行かないようにと、しきりに引き止めた。
 4:43 しかし、イエスは言われた。「ほかの町にも神の国の福音を告げ知らせなければならない。わたしはそのために遣わされたのだ。」
 4:44 そして、ユダヤの諸会堂に行って宣教された。

1 
　　私が子どもの頃に見ていたテレビの時代劇などにこのような物語がありました。主人公がある町に行きます。するとその町で事件が発生します。主人公は悪人と戦って事件が解決して町に平和が訪れます。その町を去ろうとする主人公を町の人が必死に引き留めますが、主人公はこの町での自分の役目は済んだとばかりに次の町に向かって旅立つのです。「こうして町に再び平和が訪れた。○○（主人公の名前）は旅を続けるのであった。」というナレーションが流れて物語は終わりを迎えます。そして、その翌週も同じようなパターンの物語が繰り返されるのです。
　　今日の聖書の箇所を読みそんな場面が脳裏に浮かびました。町の人々にとっては主人公は町に平和をもたらしてくれたヒーローです。みすみす手放したくありません。できることならその町に留まり、これからも起きるであろう事件を解決してほしいのです。でも、それは町の人たちの思いであって、主人公には果たさなければならない使命があるのです。その町だけの用心棒ではいられないのです。ですから、引き止めるその手を振り払い、後ろ髪惹かれる思いはあるでしょうが、自分を必要としてくれる次の町へと旅立つわけです。

2 　
　　カファルナウムの人たちにとってイエス様はあらゆる病を癒してくれるヒーローでした。シモン・ペトロの姑の高熱を癒し、色々な病気で苦しむ者を抱えている人たちは藁をもすがる思いでイエス様のもとに連れてきたのです。イエス様はその一人一人に手を置いて、一人一人にしっかり向き合ってくださって、病を癒してくださいました。この当時病気は悪霊の仕業だと考えられていましたので、そのような病人から出て来た悪霊は「お前は神の子だ」とイエス様にわめきたてて出て行ったのです。
　イエス様の癒しの奇跡は夜を徹して行われたと考えられます。朝の光が差し込むころになると、イエス様は一人で人里離れた所に行かれたのです。夜通し癒しの奇跡を行われたので疲れもあったでしょう。一人になってゆっくり休みたい思いもあったでしょう。でも、それ以上にイエス様は祈りの時を持ちたかったのです。ルカによる福音書は祈りの福音書であり、イエス様が一人になって祈っておられる姿が多く描かれていることは共に聞きました。5：16には「イエスは人里離れた所に退いて祈っておられた。」と記されているように、イエス様は人里離れた所に一人で退かれて、喧騒から離れて、心静かに神様に向き合う祈りの時を持たれたのです。そうして、神様の御心を祈り求められて、自らの歩み道を確かめて歩まれたのです。ですから、カファルナウムで癒しの奇跡を夜通し行われたイエス様は一人静かに神様と向き合って祈り神様の御心を確かめられたのです。
　カファルナウムの人々は祈るイエス様の祈りを遮るように、イエス様を探し回ってそばまで来ます。この「探し回る」という言葉は元の言葉では、山上の説教の「探しなさい。そうすれば、見つかる。」（マタイ7：7）の「探しなさい」の単語に意味を強める接頭語のついた単語です。ですから「必死に探す」とか「血眼になって探す」という意味になります。「わたしたちの医者のイエスはどこだ～」「これからもカファルナウムに留まってもらって悪霊を追い出し病気を癒して困るんだ。」そんな感じでもうそれはそれは必死になって探すのです。そして一人静かに祈っているイエス様をようやく見つけ出して「自分たちから離れていかないように」としきりに引き止めるのです。「なんとか、なんとかこの町にとどまってほしい」と涙を流しイエス様の足にしがみつく人もいたと思います。
　しかし、それは完全にカファルナウムの人たちの人の思いです。「この町の医者でいて欲しい」「この町のヒーローでいて欲しい」カファルナウムの人たちの気持ちは分からなくはありません。もし私がカファルナウムの住民の一人であったら彼らと同じことをしていると思います。私たちの救い主、いえもっと言えばこの私だけの救い主であってほしい。他の人のもとにはいかないで欲しい。この私だけの側にいてこの私が困ったときに助けて欲しい。それが私たちの姿ではないかと思います。
　けれども、イエス様にはイエス様の使命があるのです。「ほかの町にも神の国の福音を告げ知らせなければならない。わたしはそのために遣わされたのだ。」そして、ユダヤの諸会堂に行って宣教されたのです。
　これが私が子どもの頃に見たテレビドラマのヒーローであれば、そのヒーロー個人の思いで「私を必要としてくれる町に行く」と言い残して去って行くでしょう。けれどもイエス様はイエス様個人の思いで言っておられるのではないのです。「福音を告げ知らせなければならない」と言われます。「なければならない」は「なくてはならない」とか「そうすることになっている」という神様の必然を表わす動詞です。神様がそのようにお決めになっている。ほかの町にも神の国の福音を告げ知らせるのは、イエス様の思いでなく、神様がそうなさるようにあらかじめお決めになっている神の必然の出来事であるというのです。「そのために私は父なる神様から遣わされたのだ」とおっしゃってユダヤの諸会堂に行って伝道に励まれたのです。
　イエス様は生まれ故郷のナザレの会堂でイザヤ書を引用されてこのようにおっしゃいました。4：18～19です。
　「主の霊がわたしの上におられる。貧しい人に福音を告げ知らせるために、主がわたしに油を注がれたからである。主がわたしを遣わされたのは、捕らわれている人に解放を、目の見えない人に視力の回復を告げ、圧迫されている人を自由にし、主の恵みの年を告げるためである。」
　イエス様は貧しい人に福音を告げ知らせるために神様によって遣わされたこと語られました。貧しい人、それは捕らわれている人、目の見えない人、圧迫されている人、それはつまりはいと小さき者に福音を告げ知らせるために遣わされたのだと。喜びのおとずれである福音を一人でも多くのいと小さき者に告げ知らせなければならない。この世の中で苦しみ、悩み、打ちひしがれて、自分なんてこの世に必要ないと、誰からも愛されていないと思っている、でもだからこそ神を必要とし、神の言葉を必要としているいと小さき者によろこびのおとずれである福音を告げ知らせなければならない、その神の必然を歩んでいくために、イエス様は父なる神様から私たちの住むこの世界に遣わされてきたのです。
　
3 
　イエス様はエルサレムに向かわれる前にこのようなことを言われます。9：22です（122頁）。
「人の子は必ず多くの苦しみを受け、長老、祭司長、律法学者たちから排斥されて殺され、三日目に復活することになっている。」
　十字架の死と復活を予告される場面です。ここで「することになっている」と訳されている単語が今日の個所の「なければならない」と同じです。つまり神の必然を表わす動詞です。十字架の死と復活が神様があらかじめお決めになった神の必然であるのです。イエス様はその道を歩むために神様に遣わされたのです。一人でも多くのいと小さき者に神の国の福音を宣べ伝えなければならない。人々、私たちの罪を贖うために十字架にかかって死んで私たちを罪から救い出し、3日目に復活することになっている。それは全て神様の必然の出来事なのです。その十字架と復活の神様の必然の道を歩むためにイエス様は遣わされてきたのです。
なぜでしょうか。それは神様が私たちを愛して下さっているからです。神様に背き多くの罪を犯してしまう私たちであるにも関わらず、この世の歩みの中で打ちひしがれて、もうどうしていいのかわからない、御言葉の慰めを心の奥底で必要とするそんな私たちを神様は愛して下さっているので、大切な御子イエス様を私たちのもとに遣わしてくださったのです。この世の中で誰一人として滅んでいい人はいません。誰もが救われねばならない。神の愛の必然のためにイエス様は遣わされて十字架と復活の道を歩まれたのです。

4 
　カファルナウムの人々は人の思いからイエス様を必死になって探し回り、必死になって引き止めました。けれども、そんなことをしなかった人がいます。それがシモンの姑です。この後イエス様に出会ってイエス様の弟子となるシモン・ペトロのお姑さんです。彼女は高熱で苦しんでいたところをイエス様が熱を叱りつけたために熱は去り病は癒されました。そして、39節には不思議なことが書かれています。「彼女はすぐに起き上がって一同をもてなした」と書かれているのです。
今高い熱で苦しんでいて、もしかしたら命にかわかる状態だったかもしれません。そんな彼女が熱が去り癒されたとたんに起き上がって皆をもてなすのです。私たちの感覚だったら、もう2～3日は安静にしておけばと思います。無理してまたぶり返したら大変だから、しばらく横になっておけばと思います。けれども、彼女はすぐに起き上がって、イエス様を始めとして自分の病気を心配して駆けつけてくれた人たちにお茶を出したり、食事の用意をしてもてなすのです。この「もてなす」の言葉は元の言葉では「仕える」とか「奉仕する」という意味があります。「仕えること」「奉仕」を意味するギリシャ語の「ディアコニア」という言葉を聞いたことがある方もおられると思います。彼女は高熱が癒されて感謝して自発的に皆に仕え、奉仕をしたのです。周りの誰からから「良くなったんだからお茶くらい出しなさい」と強制的にさせられたのではありません。大きな感謝の内にすぐに立ち上がってイエス様にお仕えし、皆にお仕えしたのです。神様の必然の道を歩まれるイエス様に感謝の内に自発的にお仕えして、さらに周りの人々にお仕えしたのです。神に仕え、人に仕える。何かここに私たちの歩みの大切なことがあるように思います。
　今日はギデオン協会の証しと報告が礼拝の後あります。ギデオン協会は学校やホテルなどに聖書を贈呈したり学校の近くで配布をしたりして一人でも多くの人に聖書の御言葉が届くようにと自らが救われた感謝の内に自発的に奉仕をされている団体です。私もギデオン協会の方が大学の門近くで配布されていた一冊の聖書によって教会に導かれ救いに導かれた一人です。「この一冊の聖書が」人生の嵐に遭う中で、暗闇の中で道に迷う中で、苦しみ悩み争いの地にも「よろこびのおとずれを伝えるために」熱い祈りを持って聖書を配布して神様にお仕えするのです。それは決して強制されてではありません。仕方なしでは決してない。一人でも多くの人によろこびのおとずれを伝えるために、自らが救われた感謝をもって自発的に、神に仕え、人に仕えるのです。それは神の必然に病が癒された感謝の内に自発的にお仕えして、周りの人々にお仕えしたシモンの姑の姿に重なるのではないかと思います。
　それは決してギデオン協会の方々だけのことではありません。キリスト者と言うのは誰もが一人でも多くの人によろこびのおとずれである十字架と復活の福音を宣べ伝えるために、自らが救われた感謝と喜びをもって自発的に、神に仕え、人に仕えることが大切なことではないかと思います。神の必然の道を歩んで下さったイエス様です。その道はどこまでも神様に従順にお仕えしへりくだって私たちに仕えてくださった道です。罪深い私たちの誰一人として滅んでしまうことを望まれないで、私たちを愛して下さり、十字架の死と復活によって私たちに永遠の命の道を開いて下さっているのです。主が仕えてくださった。主が愛して下さっている。だからこそ、私たちも神を愛し、隣人を愛し、神に仕え、隣人に仕える歩みを決して強制されてでなく救われた感謝の内に自発的に行っていくことが神様に喜ばれる歩みではないかと思うのです。
　御言葉を必要とする一人でも多くのいと小さき人によろこびのおとずれである十字架と復活の福音が届くように、一人でも多くの人が救いへと導かれるように祈りつつ神と隣人とを愛し仕える歩みを共にしていきましょう。
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